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紹
　
介

福
田
安
典
ほ
か
編

『都
賀
庭
鐘

・
伊
丹
椿
園
集
』

石
　
原
　
隆
　
好

国
書
刊
行
会

「江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系
」
の
第
二
巻
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
、

先
に
同
社
か
ら
出
た

「叢
書
江
戸
文
庫
」
の
続
編
的
な
性
格
を
持
つ
。
す
な
わ

ち
活
字
化
さ
れ
る
事
の
少
な
い
作
品
を
中
心
に
善
本
を
選
定
し
、
或
い
は
作
者

別
或
い
は
ジ
ャ
ン
ル
別
に
編
集
し
、
研
究
に
耐
え
る
本
文
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
随
所
に
そ
の
意
気
込
み
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
巻
に
収

め
る
二
人
の
作
者
は
い
ず
れ
も
、
所
謂
前
期
読
本
作
家
と
し
て
文
学
史
に
記
述

さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
だ
が
従
来
の
扱
い
で
は
、
「読
本
の
祖
」
庭
鐘
の
場
合
、

文
学
全
集
に
翻
刻
さ
れ
る
の
は
専
ら

『英
草
紙
』
の
類
の
み
で
あ
っ
た
し
、
ま

た
伊
丹
の
酒
蔵
家
の
養
子
で
あ
っ
た
椿
園
の
場
合
、
『随
筆
百
花
苑
』
に
『椿
園

雑
話
』
が
収
録
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
そ
の
全
体
像
の
総
合
的
把

握
に
は
至
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
書
で
は

「都
賀
庭
鐘
篇
」
と
し
て

『芳
句
冊
』
『義
経
磐
石
伝
』
『四
鳴
岬
』

『呉
服
文
織
時
代
三
国
志
』
『過
目
抄
』
の
五
編
を
収
め
る
。
夙
に
山
口
剛
が
日

本
名
著
全
集

『怪
談
名
作
集
』
に
収
め
る
庭
鐘
作
四
編
か
ら
は
、
『芳
句
冊
』
の

み
を
採
り
、
謡
曲
。浄
瑠
璃
の
漢
訳
で
あ
る

「四
鳴
螺
』
や
、
コ
一国
志
演
義
』

の
浄
瑠
璃
化
で
あ
る

『時
代
三
国
志
』
を
取
り
合
わ
せ
、
そ
れ
に
庭
鐘
自
筆
の

読
書
筆
記
録

『過
目
抄
』
の
翻
刻
を
配
し
て

（抄
出
記
事
の
、
原
本
に
お
け
る

相
当
箇
所
が
注
記
さ
れ
て
い
る
）、読
本
作
者
と
し
て
の
庭
鐘
を
多
面
か
ら
考
察

す
る
こ
と
を
読
者
に
要
請
す
る
選
択
と
な
っ
て
い
る
。

「伊
丹
椿
園
篇
」
に
収
め
る
の
は

『翁
草
』
『唐
錦
』
『深
山
草
』
『椿
園
雑
話
』

『絵
本
弓
張
月
』
の
五
編
で
あ
る
。
最
初
期
の
『翁
草
』
（安
永
七
年
刊
）
か
ら
、

『深
山
草
』
（天
明
二
年
刊
）
ま
で
、
椿
園
の
著
述
活
動
を
見
わ
た
す
こ
と
が
出

来
る
。
か
つ
前
述

『椿
園
雑
話
』
は
、
『随
筆
百
花
苑
』
の
底
本
で
あ
る
中
村
幸

彦
氏
蔵
本
に
加
え
、
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
を
以
て
校
合
さ
れ
て
い

，つ
。編

者
福
田
氏
に
は
既
に

「戸
田
旭
山
小
伝
―
大
坂
の
椿
園
・庭
鐘
。源
内
―
ご

と
い
う
論
文
が
あ
る

（『近
世
文
藝
』
７０
）。
伊
丹
椿
園
と
い
う

「
一
人
の
作
家

の
誕
生
契
機
」
に
つ
い
て
、
大
坂
の
本
草
家

。
戸
田
旭
山
の
薬
品
会
と
い
う
場

に
お
け
る
庭
鐘
と
の
遅
近
を
、
そ
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
想
定
し
た
立
論
だ
が
、

一
人
椿
園
と
い
う
作
者
の
出
発
点
に
視
点
は
限
ら
れ
て
い
な
い
。
所
謂
宝
暦
明

和
期
に
お
け
る
大
坂
騒
壇
の
情
況
の
、
ナ
マ
の
空
気
の
再
現
に
ま
で
問
題
は
及

ぶ
。
本
書
は
ま
さ
に
、
そ
の
問
題
意
識
に
照
応
す
る
形
で
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
一
書
に
よ
っ
て
我
々
は
、
後
期
読
本
の
盛
況
か
ら
遡
及
的
に
見
ら
れ

が
ち
な
二
人
の
作
者
を
よ
り
立
体
的
に
位
置
づ
け
る
端
緒
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

（稲
田
篤
信
氏

・
木
越
治
氏
と
共
編
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

一
年
五
月
刊
、

七
七
八
頁
、　
〓
二
、
○
○
○
円
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


